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本論では、これまでほとんど不明のままとなっていた、九州地方における古代から近代
までの考古資料としての火打石・火打金を中心に、同じく不明であった朝鮮半島や台湾・
中国東北部といった東アジア地域の火打金等も合わせて分析対象とし、打撃式発火法の起
源と歴史について具体的な資料から明らかにしたものである。さらに、考古資料のみでな
く、民俗資料や絵画資料を取り上げることで、考古資料の不足や認知度の低さを補うとと
もに、新たな視点を得たいと考えた。 
火打石やこれとセットで用いられた火打金は、発火で必要なモノの中で考古資料に多く
現れる代表である。しかし、これらの考古資料をめぐっては、次のような現状である。ま
ず、火打石は、それと認識されなければ、遺跡発掘現場から回収されることがなく、持ち
帰られたとしても単なる石資料として保管されるばかりとなる場合がある。火打金は、鉄
製品という点で、火打石のように遺跡発掘現場で無意識に廃棄される心配は少ない。しか
し、その後の保存処理等の如何によっては、発掘調査報告書に未掲載のものを中心にその
後の抽出が難しくなる場合があり、発掘調査報告書に掲載されたとしても、火打金でない
別器種として報告された例が散見される。このように、火打石や火打金の考古資料として
の認識度や関心は、残念ながら低いと言わざるを得ない。これらの課題を解消するために
は、考古資料として、火打石や火打金がそれと認識されるための観察ポイントや、どのよ
うな歴史資料となりうるのかについてが、考古学者の間で共有される必要がある。 
そこで本論では、まず、第２章において、発火具や発火法の種類には大別して２つの発
火法、すなわち、火打石・火打金等を用いる打撃式発火法と、木どうしを擦り合わせる等
の摩擦式発火法があることを解説した。本論は、打撃式発火法の歴史に係る議論を中心と
したため、第２章で摩擦式発火法の諸相について概観した。 
第３章では、考古資料としての火打石を検討した。まず、火打石の分類等に関する研究
史を検証し、本論では、火打石のライフサイクルを意識した、よりわかりやすい分類・用
語として「未使用の火打石」「火打石」「火打石の欠片」を採用することとした。そして、
①古代以降の火打石でありながら、旧石器時代や縄文時代の二次加工ある石器や石核等と
紹介されたもの（原田榎本ノ一遺跡 A 地点（福岡県）、油免・本寺遺跡（鹿児島県）、長浜
遺跡第６地点（福岡県））、②火打石と紹介されたものの、実際は火打石でなかった事例（長
崎奉行所跡・岩原目付屋敷跡（長崎県）、日ノ岳遺跡（長崎県））を紹介しながら、火打石
の見分け方について説明した。次に、日本列島各地で進められてきた遺跡出土の火打石を
めぐる研究史に触れ、その手法や着眼点そして課題を抽出した。その上で、九州における
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いくつかの小地域・遺跡群単位（久留米城・久留米城下町、小倉城・小倉城下町、黒崎宿、
博多遺跡群、筑後国府跡（ここまで福岡県）、長崎奉行所・岩原目付屋敷跡（長崎県）、中
世大友府内町跡・府内城・府内城下町（大分県）、宮ノ東遺跡（宮崎県））で、発掘調査報
告書等に未掲載のものを資料化しつつ火打石を集成し、近世以降の文献等の検索や地学的
な検討によって火打石の石材種の特定を可能な限り進めた。特に、発掘調査報告書に未掲
載となっている資料の掘り起こしに多くの時間を割くこととなった。そして、明らかとで
きた産地と遺跡の地理的位置関係等やその編年的な整理により、火打石の流通の様相とそ
の変遷等について言及した。さらに、九州における遺跡出土の火打石を検索していく中で、
これまでほとんど出土例のなかった九州地域でも、18 世紀以降の大田井産チャート製火打
石（大田井は現在の徳島県阿南市に所在）が九州一円に広く流通していることが明らかと
なった。 
第３章の主な成果には、①遅くとも８世紀前半までには九州において火打石が登場して
いたと判明したこと、②火打石の消費地において、同じ産地の火打石を用い続けるのでは
なく、年代によって利用される火打石の石材に変化がみられる場合がいくつか確認された
こと、③ヨーロッパ産のフリント製のガンフリントが岩原目付屋敷跡（長崎県）で出土し
ていたことがある。②については、例えば博多遺跡群では、古代が白メノウで中世以降が
鉄石英ほか各種石材というように火打石石材が変化・多様化し、中世大友府内町跡・府内
城・府内城下町では、中世が石英ほか近隣で調達される多様な石材であったところから、
近世になると遠隔地の良質石材を新たに用いるようになるという変化がみられた。また、
近世以降の久留米城下町・小倉城下町・黒崎宿等では、各地元あるいは近隣に産する石材
が火打石に選択されるという“地産地消”による火打石の利用があったところへ、大田井
産チャート等の広域流通した高品質商品である火打石の利用という新たな形態が登場し、
その後は二者の共存関係が認められた。③について、ガンフリントとは、これまで話題に
してきた火打石とは趣をやや異にする、銃の点火装置として用いられた火打石であり、ヨ
ーロッパから輸入されたものと位置づけられた。さらに、これと関連して、台湾および朝
鮮半島の考古資料や民具・文献資料の検討を経て、イギリスをはじめヨーロッパから東ア
ジア地域へ運ばれたフリント製火打石のあった点を明らかにした。 
第４章では、考古資料としての火打金を検討した。まず、火打金の集成や分類に関する
研究史を振り返り、集成的研究の地域的な偏りが生じている現状と九州における研究の不
足を把握しつつ、九州および朝鮮半島・中国東北部における考古資料・民俗資料までを想
定した、横断的な火打金の分類案（ⅠA～ⅠD・ⅡA・ⅡB・Ⅲ～Ⅵ・ⅦA・ⅦB・Ⅷ～Ⅹ類の
15 分類）を提示した。そして、九州の遺跡出土の火打金について、筑前・筑後・豊前・肥
前・肥後・豊後・日向・大隅・薩摩・奄美地域の単位で検索し、集成された合計 77点の火
打金を対象に、火打金の登場や型式の変遷の総体を把握した。また、朝鮮半島および黒竜
江省・吉林省ほか中国東北部の火打金については、日本列島をはじめ東アジアにおける火
打金の歴史的展開を紐解く上で重要であり、その解明が必要と指摘されてきた。今回、近
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年の出土資料の増加を受け、朝鮮半島の統一新羅時代から朝鮮時代までの火打金 17点、お
よび中国東北部の遼代から清代までの火打金 16点をそれぞれ集成でき、限定的資料ながら
も、両地域における火打金の通史的変遷の輪郭を掴むことができた。 
第４章の主な成果には、九州および朝鮮半島・中国東北部それぞれの火打金の変遷が明
らかとなったのであるが、特に、①火打石とほぼ同じく、九州における火打金の登場が遅
くとも８世紀代であり、九州の広範囲に火打石・火打金という打撃式発火具とその用法や
知識がすでに広まっていたと考えられたこと、②８～11 世紀では、朝鮮半島・中国東北部
の間には一定の共通点がある可能性が予測される一方で、両地域と九州との間では、積極
的に直接的な系譜関係等まで示すような状況を現状の資料では確認できないこと、③12 世
紀後半から 17世紀まででは、朝鮮半島・中国東北部の火打金の一群と九州の一群とで様相
が分かれており、両者間で影響関係を持つことなく、それぞれに火打金の型式が変遷して
いったこと、④鷹島神崎海底遺跡（長崎県）および箱崎遺跡第 77次調査（福岡市）の出土
品が、九州内の火打金の中で異質である一方で、朝鮮半島・中国東北部の様相とは親和的
な型式（Ⅲ類およびⅡA類）であったこと等が挙げられる。このほか、九州の火打金に関す
る研究初期の動向とその今日的評価として、鳥居龍蔵と「火打金の模造品」に触れた。 
第５章では、民俗資料（民具・聞き取り・伝承）による火打石・火打金を検討した。対
象は、火打石・火打金にかかる考古資料が限定的な奄美地域、日向地域のうち九州山地一
帯の山間部、朝鮮半島、台湾である。研究方法は、民具を図化することで考古資料と連続
的な検討を可能とし、聞き取りや生活記録、伝承の検討も合わせて行うものである。主な
成果として、奄美地域の火打石からは、九州本土域の考古資料でも同様の状況がみられた
とおり、広域流通品あるいは良質の火打石と、それには劣る質のもので身近で入手可能な
火打石とが共存するあり方が把握された。日向地域山間部では、狩猟祭祀の中で特徴的に
用いられた火打金等の状況を整理するとともに、火打金の型式が近世以降の考古資料と連
続的であると判明した。台湾については、台湾原住民の生活文化・習俗・神話等に関する
豊富な記録を整理し、発火具や発火法の変遷、それらの登場背景等について把握し、将来
の考古資料の解釈に備えた。 
第６章では、考古資料からは復元の困難な発火具を用いる身振り等について、近世・近
代の浮世絵や錦絵といった絵画資料に登場した発火具や発火法から、火打石・火打金を持
つ手の左右を、その目的により明確に持ち替えていたことを明らかにした。すなわち、火
打石による火起こしは、煙管や行灯用の火種を取る際には、火打石を左手に、火打金を右
手に持ち、火打金を打ち下ろすことで火打石の上に指で押さえ持った火口に火種を載せる
という動きであり、一方、切り火を打つ時や火打箱の火口へ火種を落とす場合には、火打
石を右手に、火打金を左手に持ち、左手に持った火打金に対し、火打石を持った右手を振
り下ろす動きであった。また、絵本「かちかちやま」においてウサギが持つ火打石・火打
金とその描かれ方に注目し、その変化と社会的背景について検討した。 
終章では、本論の成果として、九州とその周辺における火打石・火打金からみた歴史に
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ついて、①九州における最古級の火打石・火打金の年代と分布、②地産地消による火打石・
広域流通による火打石とその変遷、③ヨーロッパから運ばれた火打石式銃やフリント製火
打石、④九州・朝鮮半島・中国東北部における火打金の登場について、⑤九州・朝鮮半島・
中国東北部における火打金の展開について取りまとめた。また、東アジアにおける火打金
の受容と展開について予察し、最後に今後の課題を挙げた。 
